












































































































































に低かった8項目は， 「配偶者の有無」は配偶者あり (P=0.01), 「会話の嗜好」では，かなり好きと好きな
方13.6%,かなり嫌いと嫌いな方7.8%と会話を好む人(P=0.001), ｢1日の満足する会話回数」は1回以上
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































年齢, BMI (BodyMathlndex), GDS得点，睡眠の検定はt検定を用いた。
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